
 

  

  

 

 

 

私は市議時代から「医療・福祉、教育畑」に特に深く取り組んでおり、今でも継続中です。

現在相談を受け進行中の案件は以下です。 

○ スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の働く環境改善 

○ 社会的養護自立支援事業相談窓口の設置 

○ 民間との連携による高校生の人材育成プロジェクト 

特にＳＳＷは「抱える問題の多様化により高まる役割～待遇に課題あり改善急務」と認識し、６月議

会で質疑し、現在市議と連携取組中。 

 

 

令和 4年度 9月補正予算は新型コロナウイルス感染症対策や原油価格・物価高騰対策等に要する

経費について計上されています。可及的速やかな実行が求められる事業については９月議会（9/12

～10/7）初日に先議を行い、翌日から予算執行できるようにします。計上事業のうち、私が提案し

働きかけていた事項も以下、予算化されました（融資は知事のお力添え有）。 

○ 有症者への抗原定性検査キットの配布等 ５６百万円 

○ 自宅療養者支援のための「陽性者判断センター・健康観察センター」の設置 ５０百万円 

○ 緊急資金繰り支援資金の融資拡大 １６６０百万円 

・コロナ関係融資返済の本格化を見据え、借換え需要の増加等に対応するための融資枠を拡大

し、中小企業の資金繰りを支援（金融機関への預託額拠出により融資枠を 100億→200億） 

※提案していた「特別資金創設」「返済を延ばす、ロールオーバー分の金利負担」とは形は違い

ますが、既存融資制度のバージョンアップにより現実的には 

借換えにより「2年間の元本返済猶予（2年後から１０年の償還期間）」となります。 

○ 貨物運送事業継続のための緊急支援 ３８７百万円 

・燃油価格高騰の影響を受け、厳しい経営環境にある貨物輸送事業者へ支援金を支給 
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◎９月補正予算に提案が反映されました 
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信じる、長崎力。 

長崎県議会議員 前田哲也 通信<FAX／メール> 

  

令和４年度 県内 SSW の任用状況等（県・中核市） 

 

 

2022.8 児童生徒支援課資料より 

 

 
 長崎県 

中核市 

長崎市 佐世保市 

予算額 6,264万 1,000 円 2,599万 5,520 円 2,171万 4,000 円 

国庫補助金 １／３ １／３ １／３ 

雇用人数 ３４ ８ ７ 

賃金体系 時給制 月給制 時給制 

賃金単価 3,000 円／時 
最低 136,916 円 

最高 150,472 円 
3,000 円／時 

勤務時間数 
105～660 時間/年 

※規模、件数で調整 

６時間 

週５日 

８４０時間/年 

（７０時間/月） 

任用形態 会計年度任用職員 

一人当たり

の担当校数 
１～３校 １２校 ８～１０校 
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長崎新聞 

 

 


